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GIGAスクール構想とは
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⚫ 1人1台端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、多様な子供たちを誰一人取り
残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ICT環境の実現
を目指すもの。（令和元年度～）

⚫ 全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びを実現するためには、学
校教育の基盤的なツールとして、ICTは必要不可欠なもの。（ 「令和答申（令和３年１月）」）

（出典：学校における教育の情報化の実態等に関する調査〔確定値〕（平成31年３月現在及び令和７年３月現在））

事 項
全国の状況
(平成31年3月)

全国の状況
(令和7年3月)

児童生徒１人当たりの学習者用コンピュータ台数 0.2台/人 1.1台/人

普通教室の無線LAN整備率
（移動系通信システム（LTE等）によりインターネット接続を行う普通教室を含む）

41.0% 99.4%

インターネット接続状況 70.3%
(100Mbps以上)

86.6%
(1Gbps以上)

普通教室の大型提示装置整備率 52.2% 91.0%

統合型校務支援システム整備率 57.5% 94.8%

○学校のICT環境整備の状況【H31（GIGA前）→R7（GIGA後）】

デジタル学習基盤の整備



学習指導要領、解説における「情報モラル教育」に関する主な記述

第１章総則第２の２(1)においては，「情報活用能力（情報モラルを含む。）」として，情報活用能力に情報モラルが含まれることを特に示

している。携帯電話・スマートフォンやＳＮＳが子供たちにも急速に普及するなかで，インターネット上での誹謗中傷やいじめ，インターネッ

ト上の犯罪や違法・有害情報の問題の深刻化，インターネット利用の長時間化等を踏まえ，情報モラルについて指導することが一層重要となっ

ている。

情報モラルとは，「情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度」であり，具体的には，他者への影響を考え，人権，知的財産

権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつことや，犯罪被害を含む危険の回避など情報を正しく安全に利用できること，コンピ

ュータなどの情報機器の使用による健康との関わりを理解することなどである。このため，情報発信による他人や社会への影響について考えさ

せる学習活動，ネットワーク上のルールやマナーを守ることの意味について考えさせる学習活動，情報には自他の権利があることを考えさせる

学習活動，情報には誤ったものや危険なものがあることを考えさせる学習活動，健康を害するような行動について考えさせる学習活動などを通

じて，児童に情報モラルを確実に身に付けさせるようにすることが必要である。その際，情報の収集，判断，処理，発信など情報を活用する各

場面での情報モラルについて学習させることが重要である。また，情報技術やサービスの変化，児童のインターネットの使い方の変化に伴い，

学校や教師はその実態や影響に係る最新の情報の入手に努め，それに基づいた適切な指導に配慮することが必要である。併せて児童の発達の段

階に応じて，例えば，インターネット上に発信された情報は基本的には広く公開される可能性がある，どこかに記録が残り完全に消し去ること

はできないといった，情報や情報技術の特性についての理解に基づく情報モラルを身に付けさせ，将来の新たな機器やサービス，あるいは危険

の出現にも適切に対応できるようにすることが重要である。

さらに，情報モラルに関する指導は，道徳科や特別活動のみで実施するものではなく，各教科等との連携や，さらに生徒指導との連携も図り

ながら実施することが重要である。

（中略）

さらに，児童が安心して情報手段を活用できるよう，情報機器にフィルタリング機能の措置を講じたり，個人情報の漏えい等の情報セキュリテ

ィ事故が生じることのないよう，学校において取り得る対策を十全に講じたりすることなどが必要である。

小学校学習指導要領解説 総則編

文部科学省

第１章 総則 第２

２（1） 各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モラルを含む。），問題発見・解決能力

等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう，各教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課

程の編成を図るものとする。

小学校学習指導要領（平成２９年３月告示）抜粋

※中学校の場合は、小学校の学習指導要領、同解説にある「児童」が「生徒」となる。
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各教科等における情報モラルに関する小学校学習指導要領の主な記述

小学校学習指導要領 （平成29年3月告示）

社会

第2章 第2節 第２ 〔第５学年〕
3 (4) 内容の⑷については，次のとおり取り扱うものとする。
ア アの（ア）の「放送，新聞などの産業」については，それらの中から選択して取り上げること。その際，情報を有効に活用することについて， 

情報の送り手と受け手の立場から多角的に考え，受け手として正しく判断することや送り手として責任をもつことが大切であることに気
付くようにすること。

特別の教科
道徳

第3章 第3
2（6） 児童の発達の段階や特性等を考慮し,第2に示す内容との関連を踏まえつつ,情報モラルに関する指導を充実すること｡また,児童の発達

の段階や特性等を考慮し,例えば,社会の持続可能な発展などの現代的な課題の取扱いにも留意し,身近な社会的課題を自分との関係に
おいて考え,それらの解決に寄与しようとする意欲や態度を育てるよう努めること｡なお,多様な見方や考え方のできる事柄について,特定の
見方や考え方に偏った指導を行うことのないようにすること｡

総合的な
学習の時間

第5章 第3
2（9）情報に関する学習を行う際には，探究的な学習に取り組むことを通して，情報を収集・整理・発信したり，情報が日常生活や社会に与え

る影響を考えたりするなどの学習活動が行われるようにすること。第１章総則の第３の１の⑶のイに掲げるプログラミングを体験しながら
論理的思考力を身に付けるための学習活動を行う場合には，プログラミングを体験することが，探究的な学習の過程に適切に位置付くよ
うにすること。

学習指導要領に基づき、小・中・高等学校を通じて、児童生徒の発達段階に応じて、情報モラルを身に付けさせるよう指導。
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各教科等における情報モラルに関する中学校学習指導要領の主な記述

中学校学習指導要領 （平成29年3月告示）

国語
第2章 第1節[第３学年]
2(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
イ 情報の信頼性の確かめ方を理解し使うこと。

社会

第2章 第2節 第3
2（2） 情報の収集,処理や発表などに当たっては,学校図書館や地域の公共施設などを活用するとともに,コンピュータや情報通信ネットワーク

などの情報手段を積極的に活用し,指導に生かすことで,生徒が主体的に調べ分かろうとして学習に取り組めるようにすること｡その際,課題
の追究や解決の見通しをもって生徒が主体的に情報手段を活用できるようにするとともに,情報ﾓﾗﾙの指導にも留意すること｡

保健体育

第2章 第7節 第２
２ (1)ア 健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。

(ｲ) 健康の保持増進には，年齢，生活環境等に応じた運動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活を続ける必要があること。
(ｳ) 生活習慣病などは，運動不足，食事の量や質の偏り，休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れが主な要因となって起こること。また，
生活習慣病などの多くは，適切な運動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践することによって予防できること。

３ (3) 内容の(1)のアのイ及びウについては，食育の観点も踏まえつつ健康的な生活習慣の形成に結び付くように配慮するとともに，必要に
応じて，コンピュータなどの情報機器の使用と健康との関わりについて取り扱うことにも配慮するものとする。また，がんについても取り扱う
ものとする。

技術・家庭
［技術分野］

第2章 第8節 第2
D(1)ア 情報の表現,記録,計算,通信の特性等の原理･法則と,情報のデジタル化や処理の自動化,システム化,情報セキュリティ等に関わる基礎

的な技術の仕組み及び情報モラルの必要性について理解すること｡

特別の教科
道徳

第3章 第3
2（6） 生徒の発達の段階や特性等を考慮し,第2に示す内容との関連を踏まえつつ,情報モラルに関する指導を充実すること｡また,例えば,科

学技術の発展と生命倫理との関係や社会の持続可能な発展などの現代的な課題の取扱いにも留意し,身近な社会的課題を自分との関
係において考え,その解決に向けて取り組もうとする意欲や態度を育てるよう努めること｡なお,多様な見方や考え方のできる事柄について,
特定の見方や考え方に偏った指導を行うことのないようにすること｡

学習指導要領に基づき、小・中・高等学校を通じて、児童生徒の発達段階に応じて、情報モラルを身に付けさせるよう指導。
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情報教育を取り巻く課題

⚫ 子供たちが生きる2040年代以降、情報技術の更なる進展が想定され、特に社会の課題
解決では加速度的に進む（Society5.0）。

⚫ 情報活用能力は学習の基盤となる資質・能力であり、各教科等の学習のみならず、自ら課
題を設定し、解決するといった探究的な学習の過程でも発揮が期待されるが育成が不十
分。

⚫ ノーコードや生成AIなど「デジタル技術の民主化」により、こうした情報技術を使いこなす能
力を付ければ、誰もが思いや願い、意志を具現化するチャンスを広げることができる。

⚫ デジタル競争力は国際比較では低位。デジタル人材の不足も指摘されている。

⚫ 一方で、デジタル化で生じている負の側面にも十分な目配りが必要。情報技術の仕組みと
それらが認知や行動に与えるリスクを理解し、適切に対応できる力を育成していく必要があ
る。AIに操られるのではなく、「AIを使役する」資質能力が重要。

学校教育においても、情報活用能力が系統的に指導されておらず、その育成が十分と
は言い難い。

教育課程企画特別部会資料抜粋
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幼児教育 小学校
低学年 中学年 高学年

中学校 高等学校

遊びを通
した学び

生活科

※具体的な活動
や体験を通じた

学び

探究

総合的な
学習の時間

総合的な
探究の時間

情報科

⚫ 主体的に学び、自らの人生を舵取りする力の育成や、多様で豊かな可能性を開花させる教育の実現を図るためには、一人ひ
とりが初発の思考や行動を起こしたり、好奇心を深掘りする中で、学びを主体的に調整し、自身の豊かな人生やより良い社会
につなげていく「質の高い探究的な学び」の実現が不可欠

⚫ この実現に向け、情報活用能力を各教科等のみならず、探究的な学びを支え、駆動させる基盤と位置付け、探究・情報の
双方の観点から大幅な改善を図る (1) (4)とともに、教育の質向上と教師の負担軽減を両立させる方策(2)(3)(5)を検討すべき

（1）総合的な学習の時間に情報
活用能力を育む領域を付加すべき。
その際、自己の生き方を考えていく
ための資質・能力を育成するという、
探究の特質が十分に発揮されるよう
留意すべき

（4）探究の質の向上を図る上で基盤となる情報活用能力の抜本的向上に向けて、
技術分野の内容の大幅な充実を図るべき

（2）探究の質の向上及び学校の負担軽減を
図るため、実践の蓄積を可視化する形で、裁量
性を維持しつつ、教員や児童・生徒が参照でき
る参考資料を作成すべき

（3）中学校及び高等学校での実践の蓄積や、新たな枠組みの全体像を踏まえ、
「目標」等の示し方を検討すべき。その際、小中学校での名称についても検討すべき

（5）情報技術は変化が極めて激しいことを踏まえ、教師の負担を軽
減する動画教材等を国が提供・更新すべき

総合的な
学習の時間

＋情報の領域
（仮称）

情報・技術科
（仮称）

※自己の在り方生き方と一体
不可分な課題に取り組む

※課題解決を通じて
生き方を考える

活用

自発的な活動としての

※小中の系統性を踏まえて情報科
の内容を充実する方向で検討

活用 活用

各 教 科 等

補足イメージ４－⑥

※育んだ情報活用能力を各教科での探究的な学びを支え、駆動させる基盤としても活用

質の高い探究的な学びの実現に向けた新たな枠組み（ ②全体イメージ）

活用 活用

活用

教育課程企画特別部会
論点整理資料抜粋
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情報技術の
※コンピュータ、情報
通信ネットワーク、AI、
メディア等

①活用

③特性
の理解

②適切
な取扱い

情報技術の基本的な
操作及び情報技術を
活用した情報の収集、
整理・比較、発信・
伝達等に関すること

情報技術の特性の科
学的な理解に関する
こと(コンピュータ
の仕組み、データ活
用等)

情報技術を扱う際の
留意事項に関するこ
と（情報モラル、権
利と責任等）

＜具体的な課題＞
⚫ 小学校において教科等に明確に位置付けが

なく、地域や学校による差が大きい
⚫ 探究の学習の過程において情報技術の活用

が十分ではない

＜具体的な課題＞
⚫ メディアリテラシーについて学校の取組差が大き

い（発信源の確認、複数媒体の比較、ファク
トチェック等）

⚫ 急激なスピードで広がる負の側面への対応が
不十分（フィルターバブル、エコーチェンバー、デ
ジタルとアナログの適切な使い分け、長時間利
用の影響の理解を含むデジタルとの適切な距
離の置き方に関する自己調整）

＜具体的な課題＞
⚫ 小学校では扱われていない
⚫ 中学校では技術分野の一部での取扱いにとど

まる（産業や職業との関連が弱い）
⚫ 学校種通じ、生成AI等の先端技術に関わる

内容が明確に位置付けられていない

⚫ 小中高を通じた育成体系が不明確であることや、他国と比べ指導内容が不十分であること等の課題を踏まえれば、情報
活用能力の抜本的向上に向けた内容面の充実の方向性については、（１）どのように情報技術の活用の実態を高め
ていくか（主に①活用）、（２）内容として不足している部分をどう充実するか（主に②適切な取扱い、③特性の理
解）という観点で総合的に整理することが重要

  ※指導体制の整備と併せて、技術の進展に伴い、教育内容が妥当性を失うことを防ぎ、教師の負担を可能な限り減らす仕組みを構築する必要

情報活用能力の抜本的向上に係る主な課題
補足イメージ４－①

教育課程企画特別部会
論点整理資料抜粋
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9

情報活用能力を育成するために想定される主な学習活動イメージ（R7.10.20時点）

情
報
技
術
の
活
用

情
報
技
術
の
適
切
な
取
扱
い

情
報
技
術
の
特
性
の
理
解

中学年・高学年 中学校 高等学校低学年
小学校

1

2

3

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

基本的な
操作

課題の設定

法や制度

倫理

安全

アルゴリズム・
プログラミング

デザイン

データの扱い

情報及びコンピ
ュータの原理

コミュニケーショ
ンやメディア

AI

社会的役割

・情報やAI等に関わる権利を理解する

・著作権などを理解する
・自分の発信等が情報社会をつくることを認識する

・コンピュータを活用する際の社会的なルールを知る
・ルールを守る大切さ、情報の大切さを理解する
・インターネット上のルールやマナーを理解する

・ID・パスワードの安全な管理 ・インターネットのリスク
・情報セキュリティ ・健康への影響、計画的な利用
・メディアによって受けとる情報や印象が異なること

・情報社会には大量の情報があふれ、中には誤情報・悪意のある
情報があること ・AIへの態度 を理解する

・法制度・倫理を社会の実例と関連して理解する
・法制度や倫理を根拠として情報技術を活用する
・AI活用に関する法制度や倫理の知識を理解する

・情報技術の利用のリスクを理解し、利便性に応じ
た適切な利用方法を判断する
・社会的価値や倫理的配慮を理解する

・情報技術の仕組みの科学的な理解に基づき安全・信頼
性を判断する  
・情報技術の進展が社会や生活に与える影響を理解する

・情報の基本的な特徴 ・コンピュータの存在 ・コンピ
ュータの動作とプログラム ・インターネット、クラウド を
理解する

活用を通して
体験的に学ぶ

・コンピュータの有用さ、手順を知る ・プログラムを作
成する ・センサ制御を理解する ・コンピュータに意図
した処理を行わせる

・データを適切に保存、管理、検索する
・アカウントの閲覧、編集権限を理解する

・メディアの特性 ・インタラクティブコンテンツ ・エコ
ーチェンバー、フィルターバブル を理解する

・生成AIの基本的な特性を理解する
・生成AIを体験する

・社会におけるコンピュータの活用
・情報化に伴う産業や国民生活の変化 を知る

・情報の表現方法を比較し、利点や限界を踏まえた科学的な理解
に基づき適切に選択・活用する
・先進技術の基礎の構成要素や仕組みを科学的に理解する

・適切なアルゴリズムやデータ構造の選択・設計を理解する
・処理効率や可読性を考慮しアルゴリズムを改善する
・設計から開発・評価までのプロセス管理手法を理解する

・クリエイティブソフトウェアなどの科学的な特性に基づいてデザインす
る
・デザイン思考に基づいて制作する ・UI/UX デザインを理解する

・データを根拠に仮説を立てシミュレーションを行う
・プログラミングを用いてデータ処理や可視化をする
・ データセットの作成やモデリングをする

・協働的に探究を進めるため、メディアを複合的に活用する
・ ICTツールを複数活用した解決策を創出する
・先進技術を活用して制作物を発信する

・AIの基本的な仕組みを科学的に理解する
・生成AIを用いて表現する
・AIの限界や倫理的側面を踏まえ活用する

・情報技術の進展が社会や生活に与える影響を理解する
・情報技術の利点と制約を踏まえた課題解決の方策を知る
・技術活用に伴う社会的影響や課題を理解する

・情報を整理して可視化する
・目的に応じて効果的にデザインする

・情報収集を効果的に行い、手法を複合的に用いる
・データの信頼性・妥当性を評価する

・多角的に比較・分析し論理的に考察する
・モデル化するための手法を理解する

・課題に応じ先端技術を適切に選択し活用する
・課題を抽象化・モデル化する

探究プロセスのうち「課題の設定」においては、情報を収集したり、整理・分析したり、まとめ・表現したりすることがある。その際、情報技術を
活用して「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」する力である情報活用能力が下支えするように機能することが想定される。

・情報や知的財産に関わる権利や法律を理解する
・AIを利用する上での制度を理解する
・情報社会における責任、義務を理解する

・認知や社会への影響を踏まえコンピュータを活用する
・ルールを守る社会的意味を知る ・情報技術に関わる
倫理観、インターネット上のルールやマナーを踏まえて行動
する

・情報技術の評価 ・インターネットのリスクと利便性
・情報セキュリティ ・ネット依存も踏まえた適切な利用・環境構築 ・
情報化の社会への影響、参画 ・AIによるメディアの加工
・情報メディアの特性や影響を踏まえた情報発信やフェイクニュース
の判別 ・セキュリティを守る設定やスキャン等の方法 を理解する

・表現、記録、計算の原理、法則 ・情報のデジタル化、
処理の自動化、システム化、ネットワークの構成 ・Webペ
ージの約束事 ・計測、制御システム を理解する

・アルゴリズム ・情報処理の手順 ・変数、リスト、しき
い値 ・インタラクティブコンテンツの制作 ・CAD、プロ
グラミングソフトウェア、AIツールの操作 を理解する

・情報のデジタル化やデータの取得をする
・データベースの仕組みを理解し利用する

・ユーザーインターフェースを理解する

・人間中心の設計に情報をデザインする

・インタラクティブコンテンツを理解し制作、問題解決する
・情報技術に内在するバイアスを理解する

・AIの基本的な仕組みを理解する ・生成AIを利
用し課題解決する ・画面認識AI等を体験する

・データと情報 ・情報伝達技術の発展 ・社会におけるコ
ンピュータやシステムの役割 ・情報通信技術による問題
解決方策 ・DX ・サイバー空間 ・IoT を理解する

・Webの仕組みを踏まえ安全で効率的に情報を収
集する ・センサで事象を計測しデータを収集する

・データを根拠として事象の分析してその傾向を解釈し、
意思を決定する ・生成AIを活用しアイデアを整理する

・デジタルファブリケーションにより発信、表現する
・Webページ、SNSにより発信、交流する

・Web上から情報収集する
・Webアンケートにより情報を収集する
・目的・条件に応じWebを活用して情報を収集する

・表やグラフなどの作成方法を理解する
・図表などを用いて情報を整理する
・図表やグラフなどを活用して分析する

・端末を活用して見やすくまとめる
・効果的にプレゼンテーションをする
・スライド、ポスター、動画等デジタルで表現する
・文章作成、表計算、発表等のアプリケーション
操作 ・クラウド上でのデータの共有 ・共同編集
による作品制作 をする

⚫ 情報活用能力を育成するための学習活動のイメージについて、現時点で想定されるものを以下のとおり例示
※ 以下は研究開発学校（春日井市、宮城教育大学）での実践や適時性等を踏まえ一般化したものであり、網羅性が担保されているものではないことに留意

基本的なルー
ルを守り、長時
間利用に注意
して使う

デジタルに
体験的に
慣れ親しむ
デジタルで
・写真(動画)を撮る
・録音(録画)する
・動画等を視聴する
・絵を描く
・図形を操作し動かす

第２回情報・技術WG資料
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情報活用能力を育成するために想定される主な学習活動イメージ（R7.10.20時点）

情
報
技
術
の
適
切
な
取
扱
い

中学年・高学年

中学校 高等学校
低学年

小学校

2

法や
制度

倫理

安全

⚫情報やAI等に関わる権
利を理解する

⚫著作権などを理解する
⚫自分の発信等が情報社
会をつくることを認識する

⚫ コンピュータを活用する際
の社会的なルールを知る

⚫ルールを守る大切さ、情報
の大切さを理解する

⚫ インターネット上のルールや
マナーを理解する

⚫ ID・パスワードの安全な管理
⚫ インターネットのリスク
⚫ 情報セキュリティ
⚫ 健康への影響、計画的な利用

⚫ メディアによって受けとる情報や印
象が異なること

⚫ 情報社会には大量の情報があふ
れ、中には誤情報・悪意のある
情報があること

⚫ AIへの態度

を理解する

⚫ 法制度・倫理を社会の実
例と関連して理解する

⚫ 法制度や倫理を根拠とし
て情報技術を活用する

⚫ AI活用に関する法制度や
倫理の知識を理解する

⚫ 情報技術の利用のリスク
を理解し、利便性に応じ
た適切な利用方法を判
断する

⚫ 社会的価値や倫理的配
慮を理解する

⚫ 情報技術の仕組みの科
学的な理解に基づき安
全・信頼性を判断する  

⚫ 情報技術の進展が社会
や生活に与える影響を
理解する

⚫ 情報や知的財産に関
わる権利や法律を理解
する

⚫ AIを利用する上での制
度を理解する

⚫ 情報社会における責任
、義務を理解する

⚫認知や社会への影響を踏
まえコンピュータを活用する

⚫ルールを守る社会的意味
を知る

⚫情報技術に関わる倫理
観、インターネット上のルー

ルやマナーを踏まえて行動
する

⚫ 情報技術の評価
⚫ インターネットのリスクと利便性
⚫ 情報セキュリティ
⚫ ネット依存も踏まえた適切な利
用・環境構築

⚫ 情報化の社会への影響、参画
⚫ AIによるメディアの加工
⚫ 情報メディアの特性や影響を踏
まえた情報発信やフェイクニュー
スの判別

⚫ セキュリティを守る設定やスキャ
ン等の方法

を理解する

⚫ 情報活用能力を育成するための学習活動のイメージについて、現時点で想定されるものを以下のとおり例示
※ 以下は研究開発学校（春日井市、宮城教育大学）での実践や適時性等を踏まえ一般化したものであり、網羅性が担保されているものではないことに留意

基本的
なルール
を守り、
長時間
利用に
注意して
使う

第２回情報・技術WG資料を一部加工
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学習指導要領改訂を見据えた
情報活用能力育成のための実践研究等

② 情報活用能力調査

学習の基盤となる資質・能力である情報活用能力を、児童生

徒がどの程度⾝に付けているかを定期的に測定するため、小

学校・中学校・高等学校等における児童生徒の情報活用能

力調査の実施に向けた調査・研究を行う。

事業内容

① 情報活用能力育成のための実践研究

⚫次期学習指導要領で強化・充実を目指す情報活用能力の育

成を、移行時期も含めてどの学校でも確実に実施できるよう学習

者用教材を開発する。

⚫実証地域・実証校を指定し、開発教材の実践・検証及び授業

等での情報活用能力の育成等の実践事例を創出する。  

令和7年度補正予算額 4億円

現状・課題

現在、中央教育審議会における次期学習指導要領の議論においては、児童生徒の情報活用能力を各教科等における探究的な学びを支

え、駆動させる基盤と位置づけた上で、情報技術を自在に活用し、課題解決や探究ができるようにしつつ、デジタルの負の側面にもしっかり対応

できるよう、情報活用能力の抜本的向上を図る方向性が示されている。具体的な方策として、小学校での総合的な学習の時間に「情報の領

域（仮称）」を付加、中学校での「情報・技術科（仮称）」の創設等の検討が進められている。

この議論の方向性を見据え、次期学習指導要領の全面実施を待つことなく、スピード感を持って学習者用教材の開発・実践事例の創出等

に着手し、効果的・効率的な指導体制の確立を図っていく必要がある。

教材開発

・小学校
総合的な学習の時間に「情報の領域（仮称）」
を付加

・中学校
情報技術に関連する内容を強化した「情報・技術
科（仮称）」を創設

委託

取りまとめ団体 等

実践事例の創出

有識者の派遣
を通じた教材
の質向上・実践
事例の創出

文部科学省

教育委員会・学校

事業スキーム

情報活用能力調査の実施
に向けた検討・試行調査

・開発した教材の実践・検証
・情報活用能力の育成事例
の創出
・各教科等における「深い学
び」の実践事例の創出

※全面実施後のスムーズな
移行に向けて、全国の
学校で移行時期に活用
できる児童・生徒用の教
材を開発する。

（担当：初等中等教育局学校情報基盤・教材課）
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第１回 教育委員会として情報モラル教育をどう進めるか
第２回 学校全体で行う情報モラル教育
第３回 自ら考える情報モラル教育の授業実践
第４回 家庭で端末を活用するための情報モラル教育

・自他の権利を尊重し、ICT端末等を適切に扱う責任を児童生徒が自覚できるよう指導を充実
・課題に対処するために児童生徒が自分で考え、解決できるように指導を工夫

情報活用能力（情報モラルを含む）を、言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け
情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度

・情報発信による他者への影響を考え、人権、知的財産権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつこと
・犯罪被害を含む危険の回避など情報を正しく安全に利用できること
・コンピュータなどの情報機器の使用による健康との関わりを理解すること
・将来の新たな機器やサービス、あるいは危険の出現にも適切に対応できるようにすること など

これまでに30本の動画を作成（R6は3本追加） 

「NHK for school」「経済産業省 STEAM 

Library」などの動画も掲載

R6年度は生成AIの活用をテーマ

https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/index.html

・総参加者数 1,186名

・アーカイブ視聴数 3,058回

活用場面ごとに様々な問題に取り組める
動画・写真・イラストで，実践的に学べる
学びを振り返り、日常に活かせる

１ 情報モラルポータルサイト

（１）動画コンテンツ・啓発資料

児童生徒、教員、保護者を対象とした情報モラルに関するコンテンツをまとめたサイト

【問題 画面】

タブレットを初めて使う

インターネットを活用する

情報を発信する

オンラインで交流する

作品を作る

健康に気を付けて使う

マナーを守って使う

SNSなどを使う

【動画カテゴリー】

【動画教材】

２ 情報モラル教育指導者セミナー

教員等を対象の実践等を含めた
オンラインセミナー・アーカイブ動画を配信

【啓発資料】

【結果発表 画面】

情報モラル学習サイト～スマホ・タブレット
やネットを上手に活用できるかな？～   
https://www.mext.go.jp/moral/

（２）問題コンテンツ
情報の拡散に関して考える（中学対象）

検索した情報の真偽を考える（小学高学年）

動画内の情報の真偽を考える（小学低学年）

生成AIの上手な活用を探究的に考える（高校）

（３）授業実践・事例コンテンツ

（４）他省庁のリンク等
情報モラル教育関連サイトの情報を掲載

 （文化庁・内閣府・警察庁・消費者庁・総務省・法務省）

令和８年度予算額（案） ０．４億円
（令和７年度予算額 ０．４億円）

【令和６年度実績】

情報モラル教育推進事業
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文部科学省情報モラルポータルサイト https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/index.html

（２）問題コンテンツ
「情報モラル学習サイト～スマホ・タブレットや
ネットを上手に活用できるかな？～」   
https://www.mext.go.jp/moral/

（３）授業実践・活用事例コンテンツ

動画コンテンツ
をもとにしたク
イズ形式の問題

（１）動画コンテンツ・啓発資料
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情報モラルに関する喫緊の課題に幅広く対応しており，文部科学省がこれまで作成した教材と関連しています。子供たちのスマホ・タブレットやネットの

活用場面に応じて学習することが可能です。各コンテンツには，推奨学年を設定しています（小1～小4，小5～中１，中2～高3など）。

■教員の皆様に活用いただく方法

「情報モラルe-learningコンテンツ」は，子供たちが家庭学習などにおいて，情報モラルについて自ら学習する際に役立てることを想定し，制作しております。

1コンテンツの学習時間は約5～10分となっており，いつでもどこでも，パソコン・タブレット・スマートフォンなどから学習が可能です。

本コンテンツは，授業の中などで活用いただくことも可能です。情報モラルに関する授業の導入・まとめの場面や，予習・復習において活用いただくのと合わせて，

コンテンツを学習してみてどのように感じたか，子供たち同士で話し合う機会や，先生から説明する機会を設けることで，より深い学びに繋がります。

文部科学省が作成した，動画教材や手引書（下記ホームページ参照）と合わせて，是非ご活用ください。

※「情報モラル教育の充実」 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416322.htm

学習用タブレットを上手に使う

動画教材19

小1～小4

タブレットを初めて使う インターネットを活用する 情報を発信する オンラインで交流する 作品を作る 健康に気を付けて使うマナーを守って使う SNSなどを使う

学習用タブレットを学習活動に使う パスワードを管理する 大切な情報を守る 個人情報について考える

ネット交流について考える ネット詐欺について考える SNSを上手に使う SNSでどう伝えるか考える 写真や動画を上手に使う

情報の公開について考える SNSの影響を考える 相手のことを思いやる 上手にコミュニケーションをとる SNSで知り合った人とやりとりする

立場の違う相手を思いやる 著作物を上手に扱う 使いすぎ/利用マナーについて考える ゲーム依存について考える ネット依存について考える

健康に気を付けて使う SNSなどを使う

動画教材11

小5～中1

動画教材12

中2～高3

動画教材3

小5～中1

動画教材21

小5～中1

動画教材5

小5～中1

動画教材9

小5～中1

動画教材20

小5～中1

動画教材6

中2～高3

動画教材4

中2～高3

動画教材8

中2～高3

動画教材7

小5～中1

動画教材13

小5～中1

動画教材15

小5～中1

動画教材10

中2～高3

動画教材14

中2～高3

動画教材16,17

小1～小4

動画教材1

小5～中1

動画教材18

小5～中1

動画教材2

中2～高3

小学校低学年
小学校高学年・中学生
高校生

小1～高3

情報を確かめる

情報を確かめる

動画教材24～27

小1～高3

情報モラルe-learning コンテンツ一覧 （令和7年時点）

生成AIを活用する

動画教材31

中学生・高校生

生成AIを上手に使う

動画教材28

中学生・高校生

生成AIの情報を確かめるNEW NEW

（令和2年度作成） （令和3年度作成）

（令和2年度作成）

（平成31,
令和元年度作成）

（令和5年度作成） （令和6年度作成） （令和6年度作成）

（令和5年度作成） （平成26年度作成） （平成26年度作成）

（平成26年度作成）

（平成26年度作成）（平成28年度作成） （平成28年度作成）

（平成26年度作成）（平成26年度作成）

（平成28年度作成） （平成28年度作成）

（平成28年度作成）

（平成28年度作成） （平成26年度作成）

（平成26年度作成）

（平成31年度作成）

（令和2年度公開）（令和2年度公開）
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教職員を対象としたオンライン研修会

講演内容の例
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ネットモラルキャラバン隊

青少年を取り巻く有害環境対策の推進
令和8年度予算額（案）  21百万円

（前年度予算額    21百万円）

昨今、SNSを含むインターネットは様々な分野に浸透し、青少年にとって身近で生活に欠かせないツールとなっている。一方で、一部ではインタ

ーネットを通じた犯罪被害の発生や、長時間利用等により意図せず生活習慣が崩れてしまう等の課題も指摘されている。今後、青少年を取り

巻く社会全体のデジタル化が更に進展することが予想される中で、青少年がインターネット等を適切に活用できるようにする取組を推進する。

また、アルコール、薬物、ギャンブル等に関する依存症等について、青少年の健全育成を図る観点から、適切な理解に資する取組や、予防教

育の実施を推進する。

●全国各地で保護者等を対象に、生成AI等の新たな技術や偽・誤
情報への対応等を含めたネットとの関わり方、家庭でのルール作り
等の観点から、青少年がインターネットを適切に利用するためのシン
ポジウムを広報キャンペーンとセットで開催。

●全国フォーラムとして、有識者によるトークセッションやパネルディスカ
ッション、インフルエンサー等の活用による広報キャンペーンを実施し
、各地域における成果の全国的な展開を図る。

●インターネットの長時間利用等の要因で生活習慣が崩れている青
少年を対象に、青少年教育施設を活用した自然体験や宿泊体験
プログラムを実施。また、その保護者へも、家庭での関わり方等につ
いて知見を得るためのプログラムを実施。

●プログラム参加者の追跡調査等により成果を検証するとともに、プロ
グラムの普及を図るために効果的な広報を実施。

●青少年が主体となり、青少年が日頃どのようにSNSを含むインター
ネットや生成AI等を活用しているかを踏まえ、ネットとの関わり方や
今後の社会の在り方等について、様々な世代とコミュニケーションを
図る対話型のフォーラム・ワークショップを開催。

●各地域において、アルコール、薬物、ギャンブル等への依存症等を予
防するための啓発講座「依存症予防教室」を開催。

●全国的な啓発として「依存症の理解を深めるための普及啓発シン
ポジウム」を開催。

（１）積 算 ：①フォーラム開催 1百万円
 ②シンポジウム      ４百万円 × 1団体

（２）委託先：民間等

（１）積算 ：3百万円 × 3団体
（２）委託先：民間、地方公共団体等

（１）積 算 ：2百万円 × 1団体
（２）委託先：地方公共団体、学校法人等

（１）積 算 ：①シンポジウム 1百万円
②依存症予防教室 2百万円 ×2団体

（２）委託先：民間、地方公共団体

【委託事業、平成16年度事業開始】

青少年ネット・インタラクティブ・フォーラム

青少年教育施設を活用した生活習慣等改善推進事業

依存症予防教育推進事業

（担当：総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課）
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GIGA スクール構想の下で整備された学校における
１人１台端末等の ICT 環境の活用に関する方針について

（令和４年３月３日通知） （抄）

２．運営支援

（３）健康面の配慮 

● 学校における１人１台端末の本格的な運用が始まり、また同時に

デジタル教科書・教材の活用など学校や家庭における ICT の使用

機会が広がることを踏まえ、「学校設置者・学校・保護者等との間で

確認・共有しておくことが望ましい主なポイント」（別添３）を参照

しつつ、視力や姿勢、睡眠への影響などについて、児童生徒が健康

に留意しながら活用するための指導や配慮をすること。また、ICT を

活用した児童生徒の学び方の変容等を養護教諭・学校医と共有

し、適切に健康相談や保健指導等を行うことも必要であること。 

● 心身への影響が生じないよう、日常観察や学校健診等を通して、

学校医とも連携の上、児童生徒の状況を確認するよう努めること。

また、必要に応じて、睡眠時間の変化、眼精疲労、ドライアイや視

力低下の有無やその程度など心身の状況について、児童生徒にア

ンケート調査を行うことも検討すること。その際、家庭での ICT 機器

の使用状況についても併せて調査を行い、過度の使用がないか児

童生徒自身が確認することも考えられること。 

５．保護者や地域等に対する理解促進について

● 端末の持ち帰りを安全・安心に行う環境づくりに当たっては、「学校 

設置者・学校・保護者等との間で確認・共有しておくことが望まし

い 主なポイント」（別添３）も適宜参照しつつ、保護者等の協

力が得られるよう丁寧な説明を行うこと。その後も、学校や地域の

実情等の変化に合わせ、ICT の活用に関する保護者等への丁寧

な情報提供等に継続 して取り組むこと。 
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教育現場における児童生徒用Webフィルタリングの導入状況について

➢ GIGA 端末での有害サイトの閲覧防止について、Webフィルタリング機能の整備を端末更新の補助要件として定めるとともに、
所要の地方財政措置が講じられている。

➢ 小学校～高校段階の99.8%の学校においてフィルタリング機能を整備。

➢ 加えて、Webフィルタリングの設定を柔軟に反映する仕組みや体制を整えている自治体は87.3%であり、現場の意向に沿っ
た運用が可能な状況。

概要

（４）有害情報への対応状況

学校数
（再掲）

フィルタリングの有
無(している)

割合
フィルタリングの有
無(していない)

割合
ウイルス対策の有無

(している)
割合

ウイルス対策の有無
(していない)

割合

学校種 Ａ Ｂ Ｂ／Ａ Ｃ Ｃ／Ａ Ｄ Ｄ／Ａ Ｅ Ｅ／Ａ

校 校 ％ 校 ％ 校 ％ 校 ％

小学校
18,271 18,229 99.8 42 0.2 18,051 98.8 220 1.2

中学校
8,945 8,920 99.7 25 0.3 8,831 98.7 114 1.3

義務教育学校
232 231 99.6 1 0.4 230 99.1 2 0.9

高等学校
3,439 3,439 100.0 0 0.0 3,439 100.0 0 0.0

高等学校（専門学科・総合学科単独及び複数学科設置校）

1,835 1,835 100.0 0 0.0 1,835 100.0 0 0.0

中等教育学校
35 35 100.0 0 0.0 35 100.0 0 0.0

特別支援学校
1,126 1,126 100.0 0 0.0 1,125 99.9 1 0.1

合計
32,048 31,980 99.8 68 0.2 31,711 98.9 337 1.1

注１）フィルタリングソフト又は、契約プロバイダが提供するフィルタリングサービスを利用している等、何らかの方法

　　によりフィルタリングをしている場合は、「フィルタリングをしている」に分類。（ウイルス対策についても同様。）

注２）高等学校（専門学科・総合学科単独及び複数学科設置校）は高等学校の内数である。

○「ＧＩＧＡスクール構想加速化基金管理運営要領」（令和６年１月）抜粋

○「令和６年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」（令和７年１０月）抜粋

○「GIGAスクール構想の下での校務DXチェックリスト」（令和７年３月）抜粋
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